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市町村におけるＱＯＬの文章化の試み

○ 岩 井 梢 ’ ， 松 岡 奈 保 子 ＊ ， 中 村 譲 治’
＊ Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ウ ェ ル ビー イ ン グ

１。目的
ヘルスプロモーションの取り組みのゴールは恥ａｌｉｔｙｏｆＬ汀ｅ（ＱＯＬ）の向上

である。しかし、ＱＯＬはある程度まで測定可能であるが、主観的なものであるた
め、うまく定義するのはきわめて難しいと言われているｏ。そこで、今回、複数
の地域で作成されたＱＯＬの文章を比較し、住民が考えるＱＯＬの検討を行ったの
で 報 告 す る。

２。方法
分析対象は、ＮＰＯ法人ウェルビーイングｉｉ）が健康づくり計画策定の支援した４

市８町で作成された３０のＱＯＬの文章である（表１）。ＱＯＬの文章は、いずれの
地 域 で も 健 康 づ く り 計 画 策 定 の 初 期 段 階 で、 目 指 す 姿 （ ゴール ） と して ま と め
られた。作業は、住民を対象に行ったインタビューやグループワークで収集さ
れたＱＯＬに関する言葉を、住民メンバーと行政職員によって構成された策定委
員 会 で 世 代 毎 に 当 事 者 が 関 与 す る か た ち で キ ー ワ ー ド の 抽 出 を 行 い 、 文 章 に し
た。分析は各地域のＱＯＬの文章を比較し、１）地域の特性、２）同̶地域にお
ける年齢を重ねることによるＱＯＬの変化、３）異なる地域における同世代のＱＯＬ
の 共 通 点 を 抽 出 す る か た ち で 行 っ た。

表 １ 対 象 地 域 と 世 代
地 域-
Ａ市
Ｂ市
Ｃ市
Ｄ町
Ｅ町
Ｆ町
Ｇ町
Ｈ町
Ｉ市
丿町
Ｋ町
Ｌ町

乳 幼 児 期 、 学 童 期 、 中 高 生、
乳幼児期（ｏ-５歳）、壮年期
乳 幼 児 川 、 壮 年 ・ 高 齢 期
３０-５０代男性
３０-４０イ気５０-６０代

世 代
青 年 期 、 壮 年 期 、 中 年 期 、 高 齢 期
（４０-６４歳）

青年川（３５-４４歳）、壮年川（４５-５４歳）、巾乍期（５５-６４歳）
３０代、４０代、５０-６５歳
４０代、５０代、６０代
４０代、５０代、６０代
４０-５（）次代、６０歳以上
苓飯高旅
高 齢 川

３。結果および考察
１）地域の特性
地域の特性を表す表現として、「ごはんを右いレゆラ食べて、みんなでまめに

やクまレよラで！」（Ｅ町、Ｅ５（）-６０代）、「乙きるごのこと（できること）をする」
（Ｌ町、高齢期）、「明るい街にレよｊやあ」（Ｂ市、乳幼児川）など方言を用い
た文章が見られた。自分たちが普段話す「方言」を使うことによって、地域に
住む人々が親しみやすい言葉としてＱＯＬがまとめられていると考えられた。ま
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